
小鹿野町プレーパーク運営業務委託に係るプロポーザル方式募集要領 

 

１　趣旨 

　この要領は、小鹿野町プレーパーク運営業務（以下、「本業務」という。）を実

施するにあたり、プロポーザル方式により受託候補者を選定するために必要な

事項を定めるものとする。 

 

２　業務名 

　小鹿野町プレーパーク運営業務 

 

３　履行期間 

　令和６年４月１日から令和７年３月２５日まで 

 

４　実施限度額 

　１，８６０，１００円（税込み） 

 

５　業務場所 

　埼玉県秩父郡小鹿野町飯田８５３番地「みどりの村」内 

 

６　業務内容 

　別添「小鹿野町プレーパーク運営業務委託仕様書」のとおり 

 

７　プロポーザル方式について 

　当該プロポーザル方式は、公募型（一定の条件を満たす参加者を広く募集する

もの。）とする。 

 

８　参加資格要件 

当該プロポーザルに参加する者（以下、「参加者」という。）は、次に掲げる資

格要件を満たす者とする。 

⑴　地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項に規

定する者に該当しないこと。 

⑵　会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続開始の申し立

てをしている者（更正開始手続の決定を受けている者を除く。）、又は民事再

生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申し立てをして

いる者（再生手続開始の決定を受けている者を除く。）でないこと。 

⑶　破産者又は禁固以上の刑に処せられている者でないこと。 



⑷　国税、都道府県税及び市区町村民税を滞納している者でないこと。 

⑸　小鹿野町暴力団排除条例（平成２４年条例第２号）第２条第２号に規定す

る暴力団員又は第３条第２項に規定する暴力団関係者に該当する者でない

こと。 

⑹　宗教法人法（昭和２６年法律第１２６号）第２条に規定する宗教団体、政

治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）に規定する政治団体等、宗教活

動や政治活動を主たる目的とする者でないこと。 

 

９　本事業及びプロポーザル実施担当 

　小鹿野町　こども課　 

 

１０　審査委員会 

　⑴　本業務に係る受託候補者の選定を厳正かつ公平に行うため、小鹿野町プ

レーパーク運営業務プロポーザル審査委員会（以下、「審査委員会」という。）

を置き、提案事項等を審議し、本業務に最も適した受託候補者を選定するも

のとする。 

　⑵　審査委員会の設置及び運営に関する規定は、別に定める「小鹿野町プレー

パーク運営業務プロポーザル審査委員会設置要綱」によるものとする。 

 

１１　スケジュールについて 

⑴　実施要領配布開始 

　　令和６年１月２２日（月） 

⑵　質問受付期限 

　　令和６年１月２９日（月）午後５時００分まで 

⑶　質問回答期限 

　　令和６年２月１日（木）午後５時００分まで 

⑷　第一次審査提出書類等提出期限 

　　令和６年２月８日（木）午後５時００分まで 

⑸　第一次審査結果の送付及びプレゼンテーションの通知 

　　令和６年２月９日（金） 

⑹　第二次審査提出書類提出期限 

　　令和６年２月１６日（金）午後５時００分まで 

⑺　第二次審査実施日（プレゼンテーション及びヒアリング） 

　　令和６年２月２９日（木）（予定） 

　⑻　受託候補者決定通知の発送 

　　　プレゼンテーション等実施日から１週間程度 



　⑼　契約締結 

　　　令和６年４月１日（月） 

 

１２　質問について 

　⑴　質問期限までに必ず質問書（様式第２号）の書面にて、下記にある小鹿野

町こども課あてにＦＡＸ又は電子メールで質問を行うこと。また、送信した

際には電話で受信確認を行うこと。 

　　　小鹿野町こども課 

　　　電　話　０４９４（７５）４１０１ 

　　　ＦＡＸ　０４９４（７５）２８１９ 

　　　E-MAIL　kosodate@town.ogano.lg.jp 

　⑵　質問書（様式第２号）には、該当する資料（仕様書等）の種類と項番号を

記入し、内容を簡潔にすること。 

　⑶　質問書（様式第２号）の質問内容には、質問者が特定できるような団体名

や個人名等を記載しないこと。 

　⑷　質問に対する回答は、町ホームページに随時公開する。ただし、継続中の

業務や業務計画に支障があると判断した質問については、回答及び開示は

行わない。 

　⑸　既に回答が済んでいる内容を、重複して質問することがないようにする

こと。 

 

１３　提出書類について 

　⑴　プロポーザルは、業務における具体的な取り組み方法について提案を求

めるものであり、成果の一部を求めるものではない。求められた事項以外の

内容を含む企画提案書については、提案を無効とする場合がある。 

　⑵　企画提案書の用紙企画はＡ４版（Ａ３折込可）、様式は任意様式とし、必

要に応じ図表等を用いて簡潔で分かりやすいものとすること。 

　⑶　第一次審査提出書類・提出部数について 

　　ア　参加申込書（様式第１号）　１部 

　　イ　会社概要　会社名、本社所在地、代表者名、資本金、設立年月日、事業

内容、小鹿野町を担当する営業所等の名称及び所在地、従業員数、組織・

管理・責任体制図、社歴が確認できるもの。　登記簿１部 

　　ウ　プロポーザル参加資格に関する宣誓書（様式第３号） 

エ　直近１か年の財務諸表（損益計算書、賃借対照表及びキャッシュフロー 

計算書）　原本１部 

　　オ　プレーリーダーとなる者のプレーパークでの実務経歴書（任意様式可）　



１部 

　　カ　業務実施計画　原本１部 

　　キ　参考見積書・参考見積金額内訳書　１部 

　⑷　第二次審査提出書類・提出部数・書類に関する注意事項について 

ア　企画提案書　９部 

企画提案書については、「小鹿野町プレーパーク運営業務委託仕様書」

を参照の上、別紙１「評価基準表（２）第二次審査評価基準」の各評価基

準項目についての内容を含めて記載すること。ただし、事業者独自に特色

を追加して記載することは可能である。 

 

１４　第一次審査及び第二次審査提出書類の提出先、提出方法 

　⑴　提出先　小鹿野町こども課 

　　　　　　　（〒368-0192　埼玉県秩父郡小鹿野町小鹿野８９番地） 

　⑵　提出方法　郵送又は持参 

 

１５　プレゼンテーション及びヒアリングについて 

　⑴　予定日：令和６年２月２９日（木） 

　⑵　実施場所：小鹿野町役場　防災対策会議室 

　⑶　プレゼンテーション（提案内容の説明）２０分程度、その後ヒアリング（質

疑応答）１０分程度の合計３０分以内程度とする。機材等の準備は、開始５

分前から、撤収は終了後５分以内で行うこと。 

　⑷　出席者：４名以内とし、本業務を受託した場合に担当する責任者は必ず出

席すること。 

　 

１６　評価方法と選定方法 

　⑴　第一次審査は書類審査とし、参加希望者より提出された小鹿野町第一次

審査提出書類について、参加資格要件をすべて満たしているか審査する。５

者を超える参加希望者があった場合、審査委員会において、評価基準表（別

紙１）に基づき審査及び評価を行い、上位５者を第一次通過者として選定す

る。 

　⑵　第二次審査は、第一次審査通過者によるプレゼンテーション並びにヒア

リングにより、評価基準表（別紙１）に基づき審査委員会において総合的に

審査、評価を行う。評価点合計が最も高く、かつ、第二次審査において評価

点５０点以上の提案をした者を、本業務の受託候補者として選定する。 

⑶　最高得点者との契約締結がかなわなかった場合、評価点５０点以上を有し

た次点の者と契約に向けた協議を行う。 



 

１７　結果に関する通知について 

　受託候補者を選定後、参加者全員に対して選定及び得点順位の結果を通知す

る。 

 

１８　契約の締結について 

　⑴　選定された提案者から見積書を徴収し、予定価格の範囲内で契約を締結

する。 

　⑵　選定された提案の提案者は、必ず契約を締結しなければならない。 

　⑶　契約締結においては、本プロポーザルによる最高得点者の提案内容が全

て採用されるものではなく、選定された者と具体的な業務内容について協

議し、契約の締結を行う。 

 

１９　失格要件 

　次の事由に該当した場合は、その者の参加及び提案を無効とし失格とする。 

⑴　参加者が備えるべき参加資格要件を満たさない場合。 

⑵　企画提案書等の作成にあたり不正又は不誠実な行為があった場合、又は虚

偽の記載をした場合。 

⑶　当該プロポーザル方式実施にあたり不正又は不誠実な行為があった場合。 

 

２０　その他 

　⑴　企画提案書等の著作権は、それぞれ製作者に帰属するが、プロポーザル方

式を実施する上で必要な範囲において、無断及び無償で複製する場合があ

る。 

　⑵　企画提案等の提出期限以降の書類の差替え、追加及び再提出は認めない。

また、提出された書類等は返却しない。 

　⑶　企画提案書等の作成に要する費用は、参加者の負担とする。 

　⑷　プレゼンテーションに係る一切の費用は、参加者の負担とする。 

　⑸　受託者は、業務上の契約不適合により生じる損害賠償に対応できるよう

に、適切な保険に加入すること。 

　⑹　提出された提案書等は、小鹿野町情報公開条例により、個人情報及び事業

者の技術ノウハウを除き、原則公開の対象となるため、公表しないとの条件

で提案書に記載する提案者が保有する特別な技術情報等に関しては、提案

書にプロポーザルの審査に使用する以外には、秘匿とする旨を明記するも

のとする。また、秘匿とする部分については、提案書全体ではなく特定部分

に限定すること。 



　　　なお、秘匿とする指定をされた部分についても、提案採用後の実装等によ

り、公益上の理由で公開とする場合もある。 

　⑺　提案者は、提案書の提出をもって、本実施要領の記載内容を承諾したもの

とし、審査方法及び選考結果に対する異議申立ては受け付けない。 

　⑻　この要領に定めない事項については、別に定める。 


